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石巻港区
大型バルク拠点

松島港区
観光拠点

塩釜港区
小型バルク拠点

仙台港区
ユニット物流拠点

石巻港区
大型バルク拠点

松島港区
観光拠点

塩釜港区
小型バルク拠点

仙台港区
ユニット物流拠点

仙台港区鳥瞰図

雷神ふ頭
取扱品目：完成自動車等

フェリーふ頭
取扱品目：フェリー貨物

中野ふ頭
取扱品目：完成自動車
　　　　　バルク貨物等

高松ふ頭
取扱品目：バルク貨物等

エネルギー供給基地
取扱品目：原油、重油、石油製品等

高砂ふ頭
（高砂コンテナターミナル）
取扱品目：コンテナ貨物

高砂ふ頭
（高砂コンテナターミナル）
取扱品目：コンテナ貨物

雷神ふ頭
取扱品目：完成自動車等

フェリーふ頭
取扱品目：フェリー貨物

中野ふ頭
取扱品目：完成自動車
　　　　　バルク貨物等

高松ふ頭
取扱品目：バルク貨物等

エネルギー供給基地
取扱品目：原油、重油、石油製品等

中野地区

中野南地区

向洋地区

栄地区

中野地区

中野南地区

向洋地区

栄地区

▲

定期航路
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仙台塩釜港について
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　仙台塩釜港は、仙台港区・塩釜港区・石巻港区・松島港区の4つの港区からなり、2012年（平成24年）10月に当時の国際拠点
港湾仙台塩釜港、重要港湾石巻港、地方港湾松島港の3港統合により誕生した国際拠点港湾です。
　宮城県の貿易総額のうち、およそ9割が仙台塩釜港（仙台港区）で取引されており、石油タンカーをはじめ、国際コンテナ船や
京浜港を経由する国際フィーダーコンテナ船により、100か国以上の国々と結ばれています。また、東北への自動車関連産業の
集積が進んでおり、完成自動車等の移出入拠点としても重要な役割を担っています。　

　仙台塩釜港（仙台港区）には、中国・韓国航路、韓国航路、中国航路、極東ロシア航路の４つの国際コンテナ定期航路のほか、
京浜港（東京・横浜）とを結ぶ国際フィーダーコンテナ定期航路が開設されています。また、フェリーやRORO船、自動車運搬船が
毎日寄港しており、安定した物流供給を行っています。

（令和6年3月1日現在）

京浜港を経由し、
世界100ヵ国以上と取引

　仙台塩釜港における2022年（令和4年）
の取扱貨物量（速報値）は、3,871万トンとな
りました。各港区における主要品目は、仙台
港区はフェリー貨物・完成自動車、塩釜港区
は石油・セメント、石巻港区は木材チップ・石
炭です。

東北のグローバル港湾
「仙台塩釜港」

仙台塩釜港の貨物動向

仙台塩釜港（仙台港区）紹介映像
動画視聴サイト YouTube

定期航路の詳細はこちら▶▶▶
仙台国際貿易港整備利用促進協議会HP
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　仙台空港は、東日本大震災の津波によって大きな被害を受けながら、半年
後には空港ビルの完全復旧と国際線を含む定期便の運航再開を果たし、復
旧・復興の象徴となりました。平成28年7月1日からは、国管理空港の
民営化第一号として、仙台国際空港株式会社による運営がスタートし、
民間のノウハウを生かした空港運営によって、今後更なる航空路線の充
実や空港利用者の増加が期待されます。また、仙台中心部（JR仙台駅）
と仙台空港駅を25分（快速17分）でダイレクトに繋ぐ仙台空港アクセス線
により、渋滞の心配もなく正確かつ短時間でのアクセスが可能です。

●国内航空路線（定期便） （令和6年2月1日現在）
都市名 最短時間 便数 都市名 最短時間 便数

札幌（新千歳） 1:05 1日 15往復
1日 3往復

7往復
1往復

2往復

1日  14往復
1日 3往復

神戸 1:20 1日
成田 1:00 ※運休中 広島 1:20

名古屋（中部） 1:05 1日 6往復
大阪（伊丹） 1:10

福岡 1:45 1日

大阪（関西） 1:20
沖縄（那覇） 2:55 1日

※2024年夏ダイヤ(3月31日～10月26日)
※便数等は変更になる場合があります。

▲仙台空港ターミナルビル

●国際航空路線（定期便）（令和6年2月1日現在）
都市名 最短時間 便数
ソウル 2:10 週 7往復

大連/北京 2:40/5:20 週 2往復
上海 2:45 週 2往復

17往復台北 3:20 週

仙台空港から
東アジアなどの主要都市へ

　仙台空港の乗降客数は、震災後、空港施設の復旧や運休路線再開などにより順調
に回復し、新型コロナウイルス流行前の令和元年度は、前年度より約10万人増の
371万人となりました。また、貨物取扱量は、貨物取扱施設が被災した影響などによ
り減少しましたが、令和元年度は震災前と比べて約5割まで回復しました。その後、
コロナ禍での旅客便の運休等により再度取扱量が減少に転じたものの、定期便
の運航再開に伴い、再び増加傾向にあります。

▲国際貨物棟 ▲冷凍・冷蔵庫 ▲燻蒸庫 ▲爆発物・麻薬同時微量検知器
IONSCAN 500DT

　仙台空港にある貨物ターミナルは、高性能な「冷凍・冷蔵庫」や「燻蒸庫」、最新型
の「爆発物・麻薬同時微量検知器」を導入し、物流新時代に対応した設備を備えて
おります。また、成田や羽田といった大規模空港のような税関や検疫の手続き待ち
の混雑もなく、リードタイムの短縮が可能です。

仙台空港乗降客数・航空貨物取扱実績

仙台空港における貨物取扱の特徴

仙台空港乗降客数実績航空貨物取扱実績
出典：国調べ確定値（H24～R4）
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